
県
下
５
会
場
で
盛
大
に
開
催

県
下
５
会
場
で
盛
大
に
開
催

写真上:美馬市、写真中：勝浦町、
写真下：阿波市との要請行動 徳島中央メーデーには、1,300人が参加

要求獲得に向け団結ガンバロー

連

合

徳

島

推

薦

参
議
院
選
挙
立
候
補
予
定
者

の
春
闘
勝
利
に
向
け

　民
間
大
手・官
公
労
も
支
援

未
解
決

組
　
合

地
公
給
与
減
額
、撤
回
求
め

  

県
内
全
自
治
体
に
要
請
行
動

地
公
給
与
減
額
、撤
回
求
め

  

県
内
全
自
治
体
に
要
請
行
動

地
公
給
与
減
額
、撤
回
求
め

  

県
内
全
自
治
体
に
要
請
行
動

！！！！！！！！！未来を見据えてさらに前へ未来を見据えてさらに前へ未来を見据えてさらに前へ
民主党 参議院議員民主党 参議院議員民主党 参議院議員

中谷智司中谷智司

徳
島
選
挙
区

　

第
84
回
メ
ー
デ
ー
が
４
月

29
、
５
月
１
日
の
両
日
、
県
下

５
会
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

約
３
、０
０
０
人
が
参
加
。
各

会
場
と
も
雇
用
や
賃
金
な
ど
労

働
環
境
改
善
を
訴
え
る
と
と
も

５月15日（水）  
・第３回中央地協幹事会（連合徳島会議室）
５月23日（木）
・狭山事件の再審を求める県内集会（徳島駅前） 
・働く女性の労働相談ダイヤル街宣行動
５月27日（月）～28日（火）
・働く女性の労働相談ダイヤル

◎

◎

◎

　

連
合
徳
島
・
公
務
労
協
は
、

政
府
が
国
家
公
務
員
の
給
与
減

額
支
給
措
置
に
準
じ
て
、地
方

公
務
員
の
給
与
削
減
を
求
め
て

い
る
こ
と
に
対
し
、４
月
８
日
・

９
日
・
10
日
・
17
日
の
４
日
間
、

県
内
25
自
治
体（
県
含
む
）首

長
、議
会
議
長
要
請
行
動
を
展

開
し
、河
村
会
長
、藤
岡
会
長
代

行
を
は
じ
め
民
間
大
手
・
中
小

部
会
か
ら
も
参
加
し
た
。

　

要
請
行
動
で
は
、①
自
治
体

に
お
け
る
給
与
決
定
は
、労
使

の
自
主
的
交
渉
に
よ
る
も
の
と

し
、国
か
ら
の
強
制
に
よ
る
給

与
削
減
を
行
わ
な
い
こ
と
。②

地
方
公
務
員
の
給
与
削
減
は
、

地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
か
ら
、国
に
対
し
て

給
与
削
減
の
強
制
を
行
わ
な
い

よ
う
求
め
る
こ
と
。③
国
に
地

方
公
務
員
給
与
費
に
係
る
地
方

交
付
税
の
一
方
的
な
削
減
を
行

わ
な
い
よ
う
求
め
る
こ
と
。な

ど
３
点
を
強
く
要
請
し
た
。

  

な
お
、４
月
18
日
に
は
県
政

記
者
室
で
、要
請
行
動
に
対
す

る
記
者
会
見
も
行
い
、徳
島
県

内
の
経
済
に
与
え
る
影
響
の
大

き
さ
等
を
訴
え
た
。

に
、
一
昨
年
３
月
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復
興

支
援
強
化
に
向
け
、岩
手・宮
城
・

福
島
３
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
か
ら
特
産
品
を
調
達
し
、
会

場
で
販
売
す
る
な
ど
、
被
災
地

へ
の
連
帯
の
輪
も
広
げ
た
。

　

徳
島
市
新
町
川
公
園
で
開
催

さ
れ
た
徳
島
中
央
メ
ー
デ
ー

は
、
各
構
成
組
織
、
福
祉
事
業

団
体
か
ら
約
１
、３
０
０
人
が
参

加
。
藤
岡
副
実
行
委
員
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
、
議
長
団
に
島
副

会
長
と
藤
田
女
性
委
員
会
事
務

局
長
が
選
出
さ
れ
、
主
催
者
を

代
表
し
て
河
村
実
行
委
員
長

は
、
春
闘
情
勢
、
参
議
院
議
員

選
挙
闘
争
に
つ
い
て
述
べ
た
う

え
で
「
今
ほ
ど
労
働
運
動
の
真

価
が
問
わ
れ
て
い
る
時
は
な
い
。

人
は
働
く
こ
と
で
人
と
繋
が
り

社
会
に
参
加
で
き
る
。
そ
の
実

感
が
安
心
と
活
力
を
生
む
。『
働

く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社

会
』
構
築
に
向
け
全
力
で
立
ち

向
か
っ
て
い
こ
う
」と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、①
２
０
１
３
中
小

春
闘
未
解
決
組
合
を
支
援
す
る

特
別
決
議
、②
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

Ｔ
Ｈ

Ｅ 

格
差
社
会
！
暮
ら
し
の
底

上
げ
実
現
に
向
け
た
特
別
決

議
、③
良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
確
立
を
求
め
る
特
別
決
議
、

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
実
現
に
向
け
総
力
を
結
集

し
よ
う
」
と
す
る
メ
ー
デ
ー
宣

言
が
提
案
さ
れ
、
全
体
の
拍
手

で
承
認
・
採
択
さ
れ
た
。

　

４
月
８
日
、徳
島
市
の
ふ
れ

あ
い
健
康
館
で
、中
小
春
闘
勝

利
・
未
解
決
組
合
支
援
徳
島
総

決
起
集
会
が
開
か
れ
、各
構
成

組
織
か
ら
110
人
が
参
加
し
た
。

  

集
会
で
は
主
催
者
を
代
表
し

て
平
井
中
小
対
策
本
部
長
が

「
今
春
闘
で
ベ
ア
を
獲
得
で
き

た
組
合
は
わ
ず
か
。極
め
て
厳

し
い
闘
い
と
な
っ
て
い
る
。構

成
組
織
の
さ
ら
な
る
支
援
を
お

願
い
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、民
間
大
手
部
会
、官

公
労
部
会
、地
場
中
小
労
組
等

か
ら
、今
春
闘
の
取
り
組
み
状

況
や
妥
結
状
況
、今
春
闘
に
か

け
る
意
気
込
み
な
ど
、力
強
い

決
意
表
明
が
行
わ
れ
た
。

  

最
後
に
、２
０
１
３
春
季
生

活
闘
争
と
政
策
・
制
度
実
現
の

取
り
組
み
を
運
動
の
両
輪
と

し
、さ
ら
に
組
織
拡
大
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
、集
団
的
労
使

関
係
の
拡
大
と
そ
の
重
要
性
を

訴
え
て
い
く
、と
す
る
中
小
春

季
生
活
闘
争
ア
ピ
ー
ル
を
参
加

者
全
員
で
確
認
・
採
択
し
、平

井
本
部
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
集
会
を
閉
じ
た
。
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第84回メーデー

働くことを
軸とする安心社会めざし



狭山再審闘争を軸に狭山再審闘争を軸に
－第34回部落解放徳島地方共闘会議定期総会－

闘争勝利に向け団結ガンバロー

代議員60人が参加した共闘総会

各構成組織組合員家族ら1,500人が参加

支援を要請するドイツ館組合員

8人が参加した結成大会

地域ユニオンに加盟した阿南バス労組

裁判闘争に向け決起裁判闘争に向け決起
─ドイツ館従業員支援共闘会議発足総会─

賃
金・労
働
条
件
の
改
善
を

　
　
阿
南
バ
ス
労
組
を
結
成

吉
野
川
市
議
選
に

 

阿
佐
勝
彦
氏
を
推
薦

家
族
で
春
闘
集
会
に
参
加

復
興
支
援
も
展
開

東
日
本

大
震
災

不
当
解
雇
撤
回
で
意
思
統
一

　

連
合
徳
島
地
域
ユ
ニ
オ
ン
は
、

４
月
17
日
、
「
ド
イ
ツ
館
従
業

員
支
援
共
闘
会
議
発
足
総
会
」

を
開
き
、
各
構
成
組
織
か
ら
30

人
が
参
加
し
、
闘
争
勝
利
に
向

け
決
起
し
た
。

立
的
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
頭

書
事
件
の
申
し
立
て
を
取
り
下

げ
る
と
と
も
に
徳
島
地
裁
に
対

し
、
解
雇
無
効
を
求
め
る
な
ど
、

司
法
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
に

し
た
も
の
。

  

発
足
総
会
で
は
、
裁
判
闘
争

に
向
け
、
「
不
当
解
雇
撤
回
」

の
街
宣
活
動
や
、
裁
判
傍
聴
行

動
な
ど
、
当
面
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
意
思
統
一
し
た
。

　

事
件
内
容
は
、
鳴
門
市
か
ら

指
定
管
理
を
受
け
、
ド
イ
ツ
館

を
運
営
し
て
い
る
「
ド
ム
有
限

会
社
」で
働
く
組
合
員
が
、地
域

ユ
ニ
オ
ン
に
加
盟
し
た
こ
と
で
、

会
社
側
か
ら「
嫌
が
ら
せ
」
や

「
不
当
な
配
置
転
換
」を
受
け
た
。

そ
の
後
、
不
当
労
働
行
為
救
済

申
立
を
労
働
委
員
会
に
行
っ
て

い
た
が
、会
社
側
は
、審
議
途
中

で
解
雇
を
通
告
。地
域
ユ
ニ
オ

ン
は
、
解
雇
撤
回
の
団
体
交
渉

を
申
し
入
れ
た
が
、
会
社
側
は

こ
れ
を
拒
否
し
た
。

　

以
上
を
受
け
、
地
域
ユ
ニ
オ

ン
組
合
員
は
徳
島
地
裁
に
、
地

位
保
全
等
の
仮
処
分
の
申
し
立

て
を
行
っ
た
が
、
不
当
に
も
申

し
立
て
を
却
下
し
加
え
て
、
労

働
委
員
会
に
お
い
て
も
、
公
益

委
員
が
職
場
復
帰
を
断
念
さ
せ

る
よ
う
な
発
言
す
る
な
ど
、
中

改
善
を
軸
と
し
た
、春
闘
ア
ピ
ー

ル
を
齋
藤
事
務
局
長
が
提
案
。

参
加
者
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

  

集
会
終
了
後
、
各
構
成
組
織

等
か
ら
提
供
さ
れ
た
景
品
の
抽

選
会
を
行
い
、
参
加
者
全
員
が

参
加
。
高
額
景
品
が
当
選
さ
れ

る
と
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
鳴

り
響
い
た
。

　

な
お
、
会
場
で
は
電
機
連
合
、

電
力
総
連
、
連
合
徳
島
女
性
委

員
会
の
協
力
の
も
と
、
綿
菓

子
・
コ
ー
ヒ
ー
を
販
売
。
売
上

金
等
（
二
九
、
六
七
〇
円
）
は

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
と
し

て
、
４
月
10
日
福
島
県
に
送
金

し
た
。

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、全
て
の

働
く
人
た
ち
の
処
遇
改
善
を
連

合
徳
島
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。続
い
て
、

中
小
・
零
細
企
業
の
職
場
環
境

　

３
月
24
日
、
と
く
し
ま
動
物

園
で
「
２
０
１
３
春
闘
ふ
れ
あ

い
フ
ァ
ミ
リ
ー
集
会
」
を
開
催

し
、
各
構
成
組
織
組
合
員
家
族

ら
１
、
５
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
冒
頭
、河
村
会
長
が
、

　

第
34
回
部
落
解
放
徳
島
地
方

共
闘
会
議
総
会
が
３
月
21
日
、

阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

役
員
・
代
議
員
60
人
（
委
任
状

８
人
）
が
参
加
し
た
。

　

総
会
は
、
橋
本
副
議
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
議
長

に
西
内
代
議
員
（
連
合
徳
島
・

Ｊ
Ｐ
労
組
）
を
選
出
後
、
共
闘

会
議
を
代
表
し
て
河
村
議
長
は

「
狭
山
事
件
発
生
か
ら
ま
も
な

く
半
世
紀
を
迎
え
る
。
こ
れ
ま

で
12
回
に
わ
た
る
三
者
協
議
が

開
か
れ
、
百
点
あ
ま
り
の
証
拠

開
示
が
行
わ
れ
た
が
、
検
察
は

殺
害
現
場
を
特
定
す
る
た
め
の
、

重
要
な
捜
査
書
類
に
つ
い
て
は
、

未
だ
、
不
見
当
と
回
答
し
納
得

で
き
る
説
明
も
し
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
弁
護
団
が
提
出
し
た

新
証
拠
・
鑑
定
も
含
め
、
事
実

調
べ
を
開
始
す
べ
き
と
の
世
論

を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

総
会
で
は
、
１
年
間
の
活
動

報
告
・
決
算
報
告
、
監
査
報
告

が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
活
動

方
針
で
は
、
部
落
問
題
・
人
権

問
題
に
つ
い
て
の
学
習
・
教
宣

活
動
の
推
進
、
人
権
教
育
・
啓

発
推
進
法
を
活
用
し
た
取
り
組

み
や
、
人
権
政
策
確
立
、
狭
山

第
三
次
再
審
闘
争
等
を
軸
と
し

た
取
り
組
み
が
提
案
さ
れ
、
全

当
面
す
る
取
り
組
み
を
確
認

体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
森
本
副
議
長
の
閉

会
あ
い
さ
つ
、
河
村
議
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
総
会
を

閉
じ
た
。

　

連
合
徳
島
は
、
４
月
３
日
に

開
催
し
た
、
第
６
回
執
行
委
員

会
で
、
５
月
12
日
告
示
・
19
日

投
開
票
の
「
吉
野
川
市
議
会
議

員
選
挙
」
に
立
候
補
予
定
の
阿

佐
勝
彦
さ
ん
（
Ｊ
Ｐ
労
組
）
を

推
薦
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

阿
佐
さ
ん
は
、
昨
年
10
月
に

行
わ
れ
た
、
補
選
で
市
議
会
議

員
に
当
選
。
今
回
２
期
目
の
挑

戦
と
な
る
。

　

告
示
ま
で
半
月
。
各
構
成
組

織
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　

徳
島
バ
ス
の
子
会
社
で
あ
る

徳
島
バ
ス
阿
南
株
式
会
社
で
働

く
労
働
者
10
人
が
、
４
月
６
日
、

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
を
め

ざ
し
、
阿
南
バ
ス
労
働
組
合
を

結
成
し
、
連
合
徳
島
地
域
ユ
ニ

オ
ン
に
加
盟
し
た
。

　

組
合
結
成
に
至
る
経
過
と
し

て
は
、
会
社
側
が
、
労
働
者
側

に
詳
し
い
説
明
も
な
く
就
業
規

則
等
を
改
正
し
、
賃
金
（
手
当

含
む
）
を
大
幅
に
削
減
し
強
行

し
た
こ
と
が
理
由
。

　

結
成
大
会
で
は
、
平
井
本
部

長
（
徳
島
県
中
小
労
働
対
策
本

部
）
が
、
「
路
線
バ
ス
事
業
は
、

近
年
、
委
託
事
業
費
の
削
減
や

利
用
者
減
少
に
よ
り
、
経
営
状

況
が
悪
化
。
そ
れ
に
伴
い
、
そ

こ
で
働
く
労
働
者
の
賃
金
・
労

働
条
件
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
に
は
労
働
条
件
の
改
善

が
必
要
だ
」
と
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
赤
松
事
務
局
長
（
地
域
ユ

ニ
オ
ン
）
が
、
当
面
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
４
月
13
日
に
会

社
側
と
団
体
交
渉
を
行
う
こ
と

等
を
提
起
し
た
。
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